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　駅西線については、新幹線駅西口へのアクセス道
路として、また周辺の土地利用を進めるため駅西側の
丘陵のふもとに既存道路を活用しながら、下記のとお
り３区間に分けて整備します。

 ①駅西線
　駅前市有地（約3000㎡）は、新幹線駅前という優
位な立地条件を生かし、商業を営む者が進出できる
用地とします。市ではこの土地を駅前空間の重要な場
所として位置づけ「土地の細分化・転売による乱開発
防止」や「良好な景観の創出」・「適正な業種の立地」
のため、当面、土地を売却するのではなく土地所有者
として開発に係わっていくこととします。一定程度の
条件をつけながら、市内外の出店希望者に土地の貸
付を行い駅前商業の発展を促します。

●土地利用例

 ③駅前市有地の土地利用

　駅西田中地籍については、土地の持つ特長からソフ
ト産業などの企業誘致向け分譲用地（大規模な工場
は想定しない）として位置づけます。用地造成は進出
を希望する企業との協議により進めていきます。

 ②駅西田中地籍の土地利用

●企業用分譲地計画（案）
◇分譲地面積…約1万1000㎡（緑地部分を除く）　
　　　　　　　新幹線駅より徒歩５分
◇１画地を 2000㎡前後で設定
◇外周に区画道路（幅 6 メートル）を配置すること
で企業要望により１画地を分割分譲することも可能。
また区画を集約することも可能
◇南側幹線道路（斑尾線）や東側ＪＲ構内との間に緩
衝緑地を設けることにより、分譲地内の環境を整える

（ア）新幹線駅西口から枡の浦入口まで（区間Ａ）
　金山、松倉方面からの駅西口へのアクセス道路と
して現道を拡幅・整備します。

（イ）県道斑尾線交差点から新幹線駅西口まで（区間Ｂ）
　駅西口への進入路として、新幹線駅・在来線駅利
用者の利便性を考慮して道路を新設・整備します。

（ウ）県道斑尾線交差点から西敬寺方面（区間Ｃ）
　駅西田中地籍の土地を企業向けに分譲するため現
道を拡幅・整備します。
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①回遊性のある「まちなか観光」
　観光の核を創出し、飯山の四季を感じさせる花の演
　出により回遊性のある「まちなか観光」を目指します。
②回遊性のある「飯山市観光」
　観光の核を磨き、観光商品の充実により回遊性の
　ある「飯山市観光」の展開を目指します。
③広域観光連携の取り組み
　上信越高原の観光の玄関口として、広域観光の連
　携強化を推進します。
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まちづくりの目標

寺

斑尾高原
富倉

信濃平

戸狩温泉

なべくら高原
森の家

湯滝温泉

道の駅
花の駅 千曲川

小菅
北竜湖菜の花公園

渡し舟
阿弥陀堂

棚田

信越トレイル 観光資源の整備・充実
 ・観光の核を磨く
 ・観光商品の開発販売

 修景によるまちづくり
 ・沿道建物の外観整備
 ・オープンガーデンの設置
 ・花のスポット整備

 受入態勢の整備
 ・ホスピタリティの向上
 ・ガイドの育成
 ・観光二次交通システム

 観光商品の開発・販売
・ツアー商品の開発販売
（森林セラピー、

信越トレイル、ＪＲの活用）

「回遊性のある飯山市観光」イメージ

新幹線プロジェクト
駅周辺土地利用・新産業立地

土地利用の検討内容

区画① 区画② 区画③ 区画④ 区画⑤
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（片山稲荷山）

駅西田中用地の分譲の一例

　　　　 小規模店舗分散型土地利用＋駐車場
商業規模により店舗の規模を各々自由に設定す
ることができる。

　　　　 中規模店舗集合型土地利用＋駐車場
商業者が出資しあいながら一つの店舗内で営業
する。

駐車場整備
（飯山市）

（仮）東口広場）

店舗

駐車場整備
（飯山市）

（仮）東口広場）
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「まちなか観光」
見て食べて楽しめるまち
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